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 ヒトの環境に対する適応や学習はその多くを脳によっており，これに対応する可塑的変化が高
次脳機能の基盤をなしていると考えられる。ポジトロン断層画像（PET）や機能的磁気共鳴画像
（MRI）などの非侵襲的脳機能画像を用いて，感覚脱失や短期および長期の学習に伴う脳の可塑
的変化，高次脳機能の加齢変化と脳における代償機構の関連を明らかにした。 
 
＜新分野への展開＞ 
○ 発達過程における脳可塑性画像化の可能性が示され，人間の発達生理学という新分野を拓
く手段となりうると考える。また，損傷脳の機能回復や加齢により低下した認知機能の回復につ
いて，積極的に機能回復を目指す科学的な手法の開発への展開が期待される。 
 ○ 分子イメージング法による新しい脳機能画像の導入により，脳機能の可塑性のメカニズム
に迫る新たな研究手法が期待される。 
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